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ぎ
、
平
成
24
年
３
月
16
日
に
設

置
し
、
今
日
ま
で
延
べ
31
回
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
は
大
地
震
に
よ
り
、
庁
舎

の
損
壊
、
住
宅

な
ど
の
倒
壊
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

へ
の
甚
大
な
被

害
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
東

京
電
力
の
原
発

事
故
で
、
県
北

浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
放
射
性
物

質
を
含
む
下
水

汚
泥
が
搬
出
で

き
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

下
水
汚
泥
問

題
で
は
、
国
・

県
に
対
し
て
意

見
書
を
11
度
提

　

本
特
別
委
員
会
は
、
震
災
後

に
設
置
し
た
東
日
本
大
震
災
復

興
対
策
特
別
委
員
会
を
引
き
継

出
し
、
早
急
な
解
決
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら

は
下
水
汚
泥
が
県
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
内
で
減
容
さ
れ
、
飯
舘
村

の
焼
却
減
容
化
施
設
に
搬
出
さ

れ
ま
す
。

　

国
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

が
進
ま
ず
、
仮
置
き
場
の
確
保

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
地

区
に
合
計
10
か
所
が
設
置
さ

れ
、
順
調
に
除
染
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
下
水
汚
泥
の

堆
積
に
よ
る
精
神
的
被
害
な
ど

を
賠
償
す
る
よ
う
東
京
電
力
に

要
求
書
を
、
国
・
県
に
意
見
書

を
持
参
し
、
強
く
要
請
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
26
年
９
月

に
東
京
電
力
か
ら
町
に
賠
償
金

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
特
産
品
の
「
あ
ん
ぽ
柿
」

は
、
試
験
的
に
出
荷
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
米
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
へ
の
風
評
被
害
は

今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
議
会
が
国
会
に
直
接
出
向

き
財
源
を
要
求
し
た
新
庁
舎
は

５
月
の
業
務
を
開
始
し
、
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
交
流
の
場

（
道
の
駅
）は
造
成
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
県
、
本
町
の
復
興

は
道
半
ば
で
す
。
現
在
も
多
く

の
避
難
者
が
仮
設
住
宅
で
生
活

し
、
汚
泥
問
題
も
元
の
状
態
に

戻
る
ま
で
に
は
３
年
も
か
か
り

ま
す
。

　

今
後
も
日
常
生
活
が
事
故
以

前
の
状
態
に
戻
り
、
放
射
能
の

心
配
が
な
く
な
る
ま
で
健
康
被

害
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
調
査

を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
特
別
委
員
会
の
最
終

報
告
と
し
ま
す
。

�

（
報
告
者　

浅
野
富
男
）

震
災
復
興
は
道
な
か
ば

風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
と
健
康
調
査
の
継
続
が
必
要

３
・
11
大
震
災
復
興
対
策

特
別
委
員
会
調
査

汚泥乾燥施設の内部を調査（県北浄化センター）

安
心
安
全
の
た
め
し
っ
か
り
検
査

�

（
Ｊ
Ａ
国
見
共
選
場
）

仮
置
き
場
の
現
地
調
査

�

（
山
崎
字
前
柳
地
内
）

汚
泥
問
題
へ
の
取
り
組
み

原
発
被
害
に
賠
償
を

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
へ

風
評
被
害
は
続
い
て
い
る

除
染
が
進
む
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地
方
特
有
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
県
町
村
議
会
議
長
会
、
伊

達
郡
町
議
会
議
長
会
と
福
島
大
学
が
共
催
し
、町
村
議
会
の
議
員
を

対
象
に
地
方
自
治
研
究
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
演
の
ほ
か
、
講
師
と
議
員
の
議
論
か
ら
課
題

解
決
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

世
界
有
数
の
災
害
大
国
で
あ

る
日
本
は
、
今
後
も
首
都
圏
直

下
型
地
震
な
ど
大
災
害
の
発
生

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
日
本
の
防
災
環
境
の
特

徴
と
し
て
次
の
３
点
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

①
自
然
災
害
に
対
し
て「
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
」と
い
う
認
識
の

日
本
人
が
多
い

②
自
然
災
害
に
対
す
る
行
政
側

と
住
民
側
の
認
識
の
相
違

③
住
居
環
境
に
対
す
る
時
代
に

よ
る
意
識
の
変
化

　

ま
た
、
私
た
ち
は
今
後
も
原

発
事
故
を
含
め
た
国
難
レ
ベ
ル

の
災
害
が
発
生
す
る
日
本
で
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
首
都
圏
直
下
型
地

震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

　

自
治
体
は
人
々
の
暮
ら
し
が

あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の

で
す
が
、
都
市
部
へ
人
口
が
集

中
し
、
地
方
の
人
口
は
減
り
、
結

果
的
に
市
町
村
合
併
を
す
る
こ

と
で
消
滅
す
る
地
域
が
続
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
し
た
市
町
村
で

は
震
災
時
に
細
部
の
被
災
状
況

が
伝
わ
ら
ず
、
避
難
者
へ
の
支

援
が
遅
れ
る
な
ど
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。
合
併
し
て
本
当
に

よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
意
見
さ

え
出
て
い
ま
す
。

　　

統
治
構
造
を
大
き
く
す
る
道

州
制
、市
町
村
合
併
は
、各
集
落

に
ま
で
目
が
届
か
な
く
な
り
、

自
治
意
識
の
欠
落
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
国
の
市
町
村
合

併
を
も
と
に
し
た
地
方
創
生
の

言
い
な
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
住
民
の
生
活
の

場
を
小
さ
な
自
治
体
と
し
て
捉

え
、住
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�

（
報
告
者　

井
砂
善
榮
）

し
た
場
合
で
も
、
被
害
を
最
も

少
な
く
す
る
方
法
は
、国
民
一
人

一
人
の
「
発
生
前
の
心
構
え
」
と

「
物
資
の
備
え
」、「
発
生
後
の
落

ち
着
い
た
行
動
」だ
と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
発
生
前
か

ら
の
防
災
教
育
が
何
よ
り
大
切

で
す
。

�

（
報
告
者　

東
海
林
一
樹
）

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
報
告

防
災
教
育
に
よ
る
準
備
が
大
切

集
落
単
位
で
住
民
目
線
に
立
っ
た
行
政
を

自
然
災
害
か
ら
日
本
の
未
来
を
考
え
る

講
師　

福
島
大
学　

中
村
洋
介
准
教
授

市
町
村
合
併
と
道
州
制
論
の
現
在

─「
地
方
消
滅
→
地
方
創
生
」と
絡
め
て
─

講
師　

福
島
大
学　

今
井
　
照
教
授

第3回報告
１月22日

第4回報告
２月13日

災
害
へ
の
認
識
が

あ
ま
い

災
害
大
国
で

生
活
す
る
に
は

市
町
村
合
併
に
よ
る

弊
害

人
々
の
生
活
の
場
そ
れ

ぞ
れ
が
小
さ
な
自
治
体

地
方
の
課
題
を
議
論
し
解
決
へ

防
災
訓
練
へ
の
参
加
も
大
切

疑
問
点
は
講
師
に
質
問
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